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１ 「小中魅力ある学校づくり地域協議会関係者研修会」の報告について 

・ 標記研修会(市教委，魅力ある学校づくり地域協議会支援会議共催)が，平成 26 年 11 月４日

に市教育センターで，１０３名の関係者の方の参加を得て開催されました。 

・ 当日は，協議会や学校の代表者，地域コーディネーターを対象に，地域学校園の効果的な取組

や課題について情報共有し，今後の取組の参考にするため方策について再確認したところです。 

研修内容  講話  「地域とともにある学校づくりを進めるために」 

三鷹中央学園コミュニティスクール副委員長 四柳（よつやなぎ）千夏子氏 

○よりよい子どもの「学び」と「育ち」のためには，小

中学校が連携し義務教育９年間をひとまとまりとし

て捉える小中一貫教育の取組や，学校・家庭・地域・

企業が一体となって子どもを通わせたい学校を協働

してつくることが重要である。 

○三鷹市では，コミュニティ・スクールを基盤に，小中

学校９年間の子どもの育ちを地域ぐるみで支援してお

り，教育支援の充実，学力向上にも成果が上がっている。  

○コミュニティ・スクールの存在意義は，①学校・家庭・

地域がそれぞれの役割を果たすために，課題や目標を

共有すること，②人と人をつなぐこと，③学校との「本

物のパートナー」を目指した辛口の友人となることで

あり，使命であると考えている。 

○学校・家庭・地域等が協働する取組を行うためには，

需要と供給のマッチングを行う地域コーディネータ

ーの存在が大きく，重要な役割を担っている。  

○地域コーディネーターの活動のコツは，①特定の個人の意見にならないようにすること，②

熟議を用いてディスカッションを深めること，③お互いを尊重すること，④先生にしかでき

ないこと，地域にもできることの役割を考えることである。  

○地域の人々にあって，先生にないもの，それは「地域の人脈」であり，大切な財産として，

今後の活動に生かしていただきたい。 

 

２ 平成 26 年度「第２回地域コーディネーター研修会」の報告について 

・ 標記研修会(県教委，市教委，魅力ある学校づくり地域協議会支援会議共催)が，平成 26 年

12 月 22 日に県総合教育センターで，９２名の関係者の方の参加を得て開催されました。 

・ 当日は，主に地域コーディネーター，地域連携教員，社会教育主事等を対象に，学校と地域が

融合して取り組む先進事例や活動の工夫を情報共有し，その意義を再確認したところです。 
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第 1 部  事例発表 テーマ「子どもを核とした学校・家庭・地域の連携」 

①学校と地域団体の連携について  

上三川町坂上小学校 地域連携教員 吉澤貴美子氏 

○子どもたちが地域への関心を深め，人とのつながりの大切さ

を学ぶことができるよう，授業の総合的な学習の時間を活用

し，「赤い羽根づくり」や「募金活動」を行っていることな

ど，学校と地域が連携した取組の事例紹介がありました。 

②地域連携教員と地域コーディネーターの連携について   

宇都宮市立御幸が原小学校  地域連携教員 齊藤誠氏  

地域コーディネーター 栗田まどか氏 

   ○学校と協議会が連携し，円滑に活動するために工夫していることの事例紹介がありました。  

【地域連携教員の取組】           【地域コーディネーターの取組】 

・ボランティア引継ぎカードの作成      ・連絡用引き出しの設置，活用 

・学習支援ボランティアの積極的な活用    ・メール配信システムの活用 

・ボランティアルームの設置  など     ・協議会だよりの発行など情報発信 など 

  ③中学生による地域活動への参加について 

   宇都宮市立鬼怒中学校 地域連携教員 川俣和則氏 

地域コーディネーター 梅村久美子氏 

ＰＴＡ会長 柿沼孝氏 

○鬼怒中学校における地域活動への取組事例や地域連携教員，地域     

コーディネーター，PTA それぞれの立場から，活動で心がけて

いることの事例紹介がありました。 

【活動において心がけていること】 

＜地域連携教員＞ 情報の受信と発信，地域へ自ら出向くこと 

 ＜地域コーディネーター＞ 雑談，学校とのコミュニケーション 

＜ＰＴＡ＞ 学校や子どもたちに「何が必要なのか？」を考えること 

  ④地域で子どもを育てる取り組みについて 

   宇都宮市 西が岡広場 会長 鶴見智穂子氏  副会長 天谷玉枝氏 

  ○孤立しがちな子育てを見て，「地域の人々と一緒に，地域の子どもを見守り，育てる場を作り

たい」という思いから実践している，地域と連携した活動の事例紹介がありました。 

 

第２部  グループ協議 

○第１部での 4 つの「事例発表」から感じたこと，自分なら活動

にどう関わることができるのか，また学校と地域の良い関係づく

りについて，6～７名のグループに分かれて，協議，情報交換を

行いました。 

  

３ お知らせ 

  ○「魅力ある学校づくり地域協議会情報交換会」のご案内 

・1 月 22 日（木）に「学校運営への参画機能の充実」をテーマにした情報交換会を開催いた

します。詳しくは，市教委学校教育課から発送するお知らせをご覧ください。 


